

元気創造グループ　基本方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：鈴　木　辰太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：武　田　靖　裕
私たちの住まうやまがたには自然豊かな環風景、歴史・文化など多くの魅力が存在します。この有形無形の財産を活かし、山形ＪＣは多くの事業と共に市民意識変革運動を展開し、明るい豊かな社会実現に向けた運動で輝かしい歴史を紡いで参りました。今後も率先し時代を築く組織として、先輩諸兄の功績を学び、今日まで培われた市民、行政、関係諸団体との絆を強め、新たなる歴史の一歩を我々自身で創り上げていかなければなりません。

まずは、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催年度にふさわしいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まこと),真)の信念を先輩諸兄、関係諸団体に力強く伝えるために、新春賀詞交歓会を開催致します。そして、長年に渡り準備してきた国際大会を目前とし、メンバー同士の絆をさらに強め大会の大成功を確実なものとするために、メンバーによる総決起集会を行ないます。また、多くの絆と経験を山形ＪＣの糧とするために、日本ＪＣじゃがいもクラブへの支援活動を行います。さらに、山形の夏の風物詩である山形大花火大会において、市民の皆様が郷土愛を育み、来観された全ての皆様が夏の思い出として心に刻み、今後も継続して開催するために、関係諸団体との連携や地域産業の発展、環境問題への考慮などを根底から確認・再考し、最高の花火大会を開催致します。さらに、山形ＪＣが永続的に進化し続け、新たなる一歩を踏み出すために、これまで歩んできた歴史を振り返り、現在を見つめ、先輩諸兄の積み重ねてきた経験を未来に繋げられるシニアとの交流会を行ないます。また、日々のＪＣ運動を支えてくれる源である家族に対して感謝の気持ちを表すために、クリスマス家族例会を行ないます。

メンバーも一市民として、ＪＣ運動の一つひとつを絆で結びつけ、感動も興奮もそして自信も共感・共有し合い、新たなる一歩を自ら踏み出せる行動的な組織を構築し、まちづくり運動を展開し、元気を創造することで「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
[基本テーマ]
絆を繋げて新たなる未来へ元気創造！
